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「なごみ」の支援の
様子を動画で紹介
しています⇒
（8月中に公開予定）

逃げられない「家の中」で起こる性被害
1日でも早く、苦しみから解放されるように・・・
　娘さんの被害によってAさん自身も眠れなくなるほど追い詰められていました。このように親にもPTSD症状が表れるケース
はとても多いのです。Aさんは精神看護の専門家による“こころのケア”を受けながら弁護士に相談を始めました。
　2016年のなごみ開設以来、来所者693人のデータでは、性暴力加害者の４分の１が親族です。18歳未満の被害者を抽出する
と、親族の中でも父親からの被害が32人（実父21人、義父11人）となっています。中には社会的に信頼されている立場の親が「子
どもには虚言癖がある」と言うため、警察や児童相談所が児童本人の被害申告を本気にせず、家に戻されたケースも。なごみは病
院が拠点になっているので、医療の専門家がチームで被害者の身体と心をケアすることができます。しっかりと証拠を押さえて、
その子を困難な環境から救いだし、心の傷を癒やして自らの人生を歩めるように支援します。Aさんのように、夜間や深夜に電
話を掛けてくる方は新規相談者の60％を占め、多くは、被害に遭った直後ではなく、時間がたっても苦しみが消えず、眠れなく
なっている方たちです。もちろん、悩みや苦しみの深さに昼も夜も差はありません。昼間はアドボケーターが電話を受け、夜間は
SANE（セイン／性暴力被害者支援看護師）が対応しますが、スタッフ全員が心掛けているのは、どうしたらその方の心に寄り添え
るか。具体的な支援を始めるには、なごみに来てもらう必要があるので、自分の価値観を押し付けず、まずは誠意を持って傾聴し
ます。被害者が深い心の傷を負いながら一人で警察や行政などを回るのは困難です。なごみに相談してくれれば、一緒にそこを突
破できる。なごみには協力してくれる警察・弁護士・福祉の専門家がいます。昨年から、コロナ禍で外出を制限されたり、加害者
と家に居る時間が長くなったりする中で、被害を相談しにくい状況もあるのではないかと心配しているのですが、一日も早く、そ
して一人でも多く、SOSの声を上げられずに苦しんでいる被害者を救いたいです。 （語り・医療ソーシャルワーカー 坂本理恵さん）

支援員が語る
「打ち明ける勇気」
　なごみには開設当初から参加して
います。性暴力被害者支援の研修を
受け、電話対応を行う支援員（アドボ
ケーター）をしていますが、電話は
対面よりもその人を近くに感じるの
で、電話を掛けてくるだけでも相当
なエネルギーが必要なのだと分かり
ます。とても苦しんでいて、でも他
の人に相談できず、勇気を振り絞っ
て電話してくる。コロナ禍で気にな
るのは、私が対応したケースでは10
代の若い子の相談が増えているこ
と。家に居られなくて、SNSで知り
合った人と外で会う子が多い。加害
者は、家に居場所がないという事情
につけこんでいるのだと思います。

「なごみ」の活動
詳しくはコチラ⇒

ひとりで苦 しまないで
性暴力被害から24時間365日 救い  続ける「日赤なごや なごみ」の活動

Case

1

娘さんが被害に遭われたAさんの場合*

「1年前、娘から、ある親族から性暴力を何度も受けていると告白されました。なぜ気づいてや
れなかったのか。娘も、つらくて眠れない日々だったようです。親族なので警察や児童相談所に
相談したらどんな大ごとになるか…周りに知られたら娘がどう見られるか…誰かに相談したこ
とを相手が知ったら、私たちを殺しに来るかもしれない…。怒りと不安と恐怖で私も頭がおか
しくなりそうでした。救いを求めてインターネットで性暴力被害のことを検索するうちに、な
ごみのことを知りました。でもすぐには電話を掛けられなかった。他の人に話すことが怖くて。
勇気を出して電話できたのは、匿名でも相談に乗ってくれる、そして家族が寝静まった真夜中で
もこっそり電話を掛けられたからです」

医療ソーシャルワーカー

坂本理恵さん

支援員
（アドボケーター）

岡田尚子
さん

（左）なごみの鍵の掛かる棚
には、被害者の相談記録が
ぎっしりと並ぶ
（右）来所の決心がつかない
方が数十日ぶりに電話して
くることも。過去の記録を
探し出して相談に応じる

Case

2

大学の先輩から性暴力を受けたBさんの場合*

「将来の仕事に生かそうと資格試験を受けようとしていたBさんは、その資格を持っている先
輩から勉強を教えてあげる、と誘われ、被害に遭いました。なごみに電話してきたのは被害直
後。精神的にダメージを受けて駅で動けなくなっていたので警察に保護してもらい、なごみで診
療と証拠（検体）の採取、緊急避妊薬を処方しました。その後Bさんは、もっと必死に抵抗した
ら逃げられたのではないか、自分も悪かったのではないか、と自分を責め、食事がのどを通ら
なくなり、夜も眠れないので睡眠薬を飲むようになりました」（面談した熊澤看護師による説明）                                         

「被害者にも落ち度があった」という周りの偏見
どんな状況でも、悪いのは完全に加害者
　Bさんは緊急保護が必要な状態だったので本人に許可をもらって警察に連絡しましたが、なごみには警察から紹介された方
もよく来られます（全体の相談件数の24％）。ただ、警察に相談しても実際に刑事事件として訴えるかというと、「家族に知ら
れたくない」などの理由で訴えない方が多いですね。なごみのスタッフとよく話すのは、泥棒に入られた被害者は責められる
ことがないのに、性被害に遭うと身近な人ほど被害者を責めるよね、ということ。「どうしてそんな場所に行った」「お前も悪い」
「隙があったんじゃないか」と。さらに本人も「自分も悪いところがあった」と自己否定してしまう。人はそういう状況に置かれ
ると、例えばそれが男性の被害者であっても、逃げられないし抵抗できなくなることがほとんどなのですが、誰もが「本気を
出せば何とかなったはず」と思い込んでいる。 被害者にPTSDを起こさせる原因の１つが周囲の心ない言葉です。そして性被
害のPTSDに苦しむ方の治療の第一歩は、被害者本人が「どんな状況でも加害した者が悪い。自分は悪くない」と理解するとこ
ろから始まります。
　私は、SANEの資格を取得してなごみに参加する以前、管理看護師長として患者さんと接している時、患者さんの様子に違
和感を抱いてモヤモヤすることがありました。これはDV被害ではないか、性暴力被害ではないか、そう感じても本人が言い
出さない限り、プライベートな部分には踏み込めず…。でも今はかつてのようなモヤモヤはありません。来所した方の身体と
心を最初に診るのはSANEの役目です。根気よく、その苦しみに寄り添い、言葉にできない「思い」を考えます。そして、その
方と力を合わせて、よりよい解決を手に入れるお手伝いをしたいと思っています。（語り・SANE 熊澤マサ子さん）

性暴力被害者支援看護師
（SANE）

熊澤マサ子さん

まさか、と思った小児の性被害
地味で、表には出ないけれど、
救い続けている事実は尊い
　これまで、なごみで受け入れた性被害の患者さんの診察、証拠となる検体
の採取など、ほとんどの患者さんに関わってきました。私の診察結果が、司
法の場で加害者の罪の重さに関わってくるので責任は重大。被害者は、被害
直後に多くを語ることはないので、傷や跡に見落としはないか、より注意深
く診察します。
　なごみが創設されるとき、なごみの初代センター長が何度も私のもとを訪
れて、なごみの必要性を説いていかれました。しかし、当初は「総合周産期母
子医療センター」として24時間体制で救急搬送される母体や赤ちゃんの命を救
う使命があるのに、その上さらに性暴力被害の受け入れも行うのは無理があ
る、と感じていました。今、その考えは根底から変わりました。なごみがスター
トして驚いたのは、小中学生、さらには未就学児の幼児まで、子どもの性暴
力被害があまりに多いということ。産婦人科医が、小児を診療するなんて…。

ショックでしたが、これまで経験してこなかった小児の診療に慣れるため、個人で研修に参加するなどして頭を切り替えました。
　なごみのような受け入れ施設ができて初めて、慢性的な子どもたちの被害の実態が表に出てきたと感じています。児童相
談所などは被害を聞かされても証明してあげることができず、困っていたことでしょう。医療施設でワンストップの支援が
できる、その意義は大きいですね。赤十字として「大きな災害救援に向かう」といった目立った活動ではなく、むしろ地味で
秘められた業務ですが、絶え間なく救い続けているこの「なごみ」は、とても赤十字らしい活動だと思います。 （語り・産婦
人科医師 加藤紀子さん）

第二産婦人科部長　兼 
総合周産期母子医療センター長

加藤紀子さん

司法と連携するため、検体採取容器を警察から預
かっている。証拠として、被害者の膣内の内容物や
尿・血液（薬を飲まされて被害に遭った場合）を採取
し、鍵のかかる冷蔵庫・冷凍庫で一時保管する

日赤愛知医療センター 名古屋第二病院内にある「性暴力救援センター 日赤なごや なごみ」
は、強制性交や強制わいせつ、DVなどの被害者を支援する活動を続けています。従事して
いるのは日赤の医師、看護師、ソーシャルワーカー、外部の支援員（アドボケーター）など。
司法や行政とも連携して、被害直後には治療や緊急避妊、証拠の採取を行い、時間が経過
してPTSD（心的外傷後ストレス障害）を発症した方には専門家が“こころのケア”を行います。
今年 3月、コロナ禍でDV被害相談が過去最高になったという政府発表がありました。なご
みスタッフが懸念しているのは、家の中で起きる性暴力被害や若年層被害の増加です。性暴
力救援の最前線で支援を続ける、現場職員の声をご紹介します。

「あなたの望まない性的な行為は性暴力です。
ひとりで悩まずお電話してください」

＊個人が特定されないように内容を一部変えています

精神看護の専門家が語る
「性被害のPTSD」
　私は大学で精神看護学の指導をし
ていますが、週に 1回、なごみで被
害者の“こころのケア”、特にトラウ
マ及びPTSDのケアを行っています。
性暴力を受けた方のPTSD発症率は
６～７割。睡眠障害、食欲不振など
から始まって、外出ができなくなっ
たり、記憶障害が起こるなどして社
会生活が営めなくなる。学校や会社
をやめてしまう人も多いのです。たっ
た 1回でも性暴力はその人の人生を
壊します。

日本福祉大学　
教授
精神看護専門
看護師

長江美代子
さん

＊個人が特定されないように内容を一部変えています
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●
次年度以降も継続する活動のために  
［災害救護活動、国際救援活動］
111億3376万1千円

差引額1090億6474万2千円 差引額142億3456万3千円 差引額＊45億8228万7千円

●
広報活動
27億9788万7千円

●事務管理
    49億437万
    5千円

●
その他
55億9305万1千円

（14.4％）

●
前年度繰越金
39億3630万5千円（10.1％）

●前年度から継続する
活動への繰入金

　 20億2147万3千円（5.2％）

●会費・寄付金
265億347万7千円（68.1%）

    医療施設
診療報酬を主な財源とする赤十字病院など
の運営に伴う収入・支出です。

収入　1兆1510億4950万8千円

支出　1兆419億8476万6千円

    血液事業
医療機関への血液製剤の供給による収入を主
な財源とする赤十字血液センターの運営に伴
う収入・支出です。

収入　1646億2085万4千円

支出　1503億8629万1千円

歳入　189億9228万5千円

歳出　144億999万8千円

●赤十字施設の基盤整備
64億7017万8千円

注１）差引額は千円未満を切り捨てているため、差は一致しません
注２）収入とは「収益的収入」、支出とは「収益的支出」、差引額とは「収益的収入支出差引額」のことです（＊の差引額を除く）

●
次年度繰越金
48億163万8千円

●
補助金・委託金　 
8億3987万9千円（2.2％）

災害義援金
70億5396万1千円

特別会計

注 1）本社・支部間で重複計上されている28億9021万7千円につい
ては、歳出・歳入から差し引いて表示しています

注２）一般会計から医療施設特別会計への貸付金90億円について
は、歳出・歳入から差し引いて表示しています

注３）千円未満を切り捨てているため、歳出と歳入それぞれの各
項目の合計額と表示している合計額は一致しません

　 社会福祉施設
措置費収入、介護保険事業収入などを主な
財源とする各種社会福祉施設の運営に伴う
歳入・歳出です。

歳入
388億
9418万8千円

©Atsushi Shibuya/JRCS

 令和２年度収支決算の特殊要因　
・新型コロナウイルス感染症対応のための医療機関に対する補助金が交付されました（約1000億円／医療施設特別会計）　
・個人、法人からの社資を多くお寄せいただきました（対前年度比約40億円増加／一般会計）
・将来的な退職金支払いに備えた負債が減少しました（対前年度比約685億円減少／一般会計、医療施設特別会計、血液事業特別会計、社会福祉施設特別会計）

苦しんでいる人びとを救うために

令和2年度  決算概要
　令和 2年度、日本赤十字社は一般会計と３つの特別会計（医療施設、血液事業、社会福祉
施設）をあわせて総額 1兆2000億円を超える予算規模の事業を展開しました。このうち、
個人・法人の皆さまからいただいた会費や寄付金を主な財源として実施した活動にかかる歳
出歳入は以下のとおりです。

令和２年度に募集した11件の
災害義援金の合計です。

報告

●国内外における災害救護活動、復興支援
44億4万5千円
●講習などの普及活動

26億902万円
●地域ボランティア活動の支援

17億7727万9千円

22.6％

16.6％

28.6％

7.2％

12.6％

12.4％

歳出
388億
9418万8千円

一般会計

全額が被災された方々に届けられます

詳しくは
コチラ

⇒

アニュアルレポート P.55
「収支報告ハイライト」
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知識を深める赤十字QUIZ

知ってるつもりでも、意外と知らない赤十字のこと。
東大クイズ研が手掛ける問題にあなたは正解できる !?

  今月のクイズ

写真の人物は誰でしょう？

難易度： ★★★

答えはP.6へ

東京大学クイズ研究会（TQC）出題

この女性は日本赤十字社の会員として
活躍した【 】です。
日清戦争や日露戦争で負傷者の救護に
奔
ほ ん

走
そ う

し、日本のナイチンゲールと呼ば
れました。

1877年、西南戦争での負傷者救護をきっ
かけに設立された博愛社の時代より、日
本赤十字社は140年以上にわたり戦争で
傷ついた人々に手を差し伸べてきました。
終戦記念日のある今月は「戦争」をテーマ
に、その最前線で活躍したある人物に焦
点を当ててみました。

綾瀬はるかさんが
主演を務めた大河
ドラマ「◯◯の桜」
の主人公です！

同志社大学提供

赤十字にはさまざまな形で赤十字の活動に参加する支援者がいます。
全国の支援者の中から毎月お一人を、温かいメッセージと共にご紹介します。

寄付の協力者

中
な か

野
の

ゆうりさん
佐賀県鳥栖市／27歳／会社員

　中学時代に JRC（青少年赤十字）のリーダー
シップ・トレーニング・センターへ参加したのが、
私の赤十字との出会いです。その後、高校でボラ
ンティア部に所属したことがきっかけで、本格的
に日赤佐賀県支部の JRC活動に参加するように
なりました。東日本大震災の義援金募集や海外た
すけあいの街頭募金活動をよく覚えていて、今で
も街の募金活動を見かけると気軽に協力するな
どしています。高校卒業後に就職し、会社の労働
組合（青年部）に所属。若手組合員のボランティア
活動の一環で、全員が毎月100円ずつ積み立てる
「100円募金」の寄付先を決める際、九州各地で台
風や豪雨災害が続いていたので、「義援金として
日赤に託したらどうか」と提案し、実現しました。
災害時に真っ先に駆け付けてくれる日赤を通し
て、間接的にでも地域の役に立てればという思い
でした。青年部を離れた今、また何かできたらと

赤十字を通して地域の役に立てたら…背伸びせず、自分らしく寄付を続けたい

寄付するあなたも赤十字です

■クレジットカードで寄付

■郵便局・銀行の口座振替

■郵便局・銀行の窓口

■お近くの日本赤十字社窓口

考えていた時、高校時代にお世話になった県支部
の方からお声掛けがあり、今年から会員になるこ
とを決めました。JRC時代の友人とは今でも親し
く、その中の一人が日赤の職員になっています。
気づけばいつも赤十字の存在は身近にあり、改め
て赤十字とはご縁があるな、と。これからも自分
らしく自然体でボランティア活動や赤十字との
お付き合いを続けていきたいです。
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会津藩士の家に生まれ幕末から昭和まで激動の時代を生きた
新島八重は、同志社大学創設者の新島襄を夫に持ち、大河ド
ラマ「八重の桜」の主人公としても知られています。夫の没
後、八重は寄付によって日本赤十字社社員（現・会員)となり
ました。日赤が初めて戦時下に看護婦を派遣した日清戦争で
は志願して戦地に赴く篤志看護婦として従軍。日露戦争と合
わせ約半年間の救護活動にあたりました。八重の功績に対し、
皇族以外の女性として初めて勲六等宝冠章が授けられました。

新島八重

テロを未然に防ぐ！
成田国際空港で対策訓練

　5月21日、成田赤十字病院は成田国際空港で夜
間に行われたテロ対応合同訓練に参加しました。
東京2020オリンピック・パラリンピックに備え
る訓練で、当日は16機関から約150人が空港に
集結。同院のDMATチームは各機関との連携を
確認しながら、化学・生物兵器、爆発物などのテ
ロ事案を想定した救助活動や避難誘導、爆発物処
理対応などの訓練を行いました。

千葉県

夜８時の開始に備えてスタンバイする日赤DMATチーム

AREA
NEWS

秋田県 ラジコン草刈り機も登場！
乳児院で草刈りボランティア

　6月11日、秋田赤十字乳児院で敷地内の草刈り
が行われました。この作業は、市内にある第一
建設工業秋田支店の社員がボランティア活動と
して実施。当日はボランティアの手作業に加え
て、ラジコンで動く草刈りロボットも登場。草
刈りロボットがエンジン音を響かせ、青々と茂
る雑草をみるみるうちに刈り取っていくのを子
どもたちは興味津々な様子で見入っていました。

「はたらくクルマ展」で
一次救命処置を体験！

　日赤山形県支部は、6月13日開催の「はたら
くクルマ展」で献血バスの展示と共に一次救命
処置の体験コーナーを設置しました。一次救命
処置の大切さや命を救うために必要な知識と技
術を知ってもらうための特別展示で、会場では
新型コロナウイルスの感染防止対策を十分に講
じつつ、大人から子どもまで多くの来場者が心
肺蘇生やAEDの使い方を体験しました。

山形県

支部職員の指導のもと、心肺蘇生に一生懸命取り組む子どもたち

全国各地
あなたの生活のすぐそばで
日本赤十字社の活動は行われています。

大分県 赤十字基礎講習受講者の活躍！
人命救助の功労者を表彰

　日赤大分県支部の救急法基礎講習を受講した
三浦正樹さんが、今年4月、家族と釣りに訪れ
た佐賀関港で海に転落した女性を救助。その功
績をたたえる表彰式が支部で行われました。三
浦さんは６年前に次男を乳幼児突然死症候群で
失い、救命の大切さをかみしめながら平成30
年に赤十字の救急法基礎講習を受講。そうした
経験が今回の女性救助につながりました。

「たくさんの人が講習を受けるきっかけになれば」と三浦さん

「今こそ私たちが動くとき！」
看護奉仕団がワクチン接種支援

　日赤宮崎県支部の看護赤十字奉仕団が、延岡
市の新型コロナウイルスワクチン集団接種会場
で延べ9日間にわたって支援活動を行いました。
ワクチン接種の際には接種後の経過観察などが
不可欠ですが、集団接種では専門知識を持った
人員が不足。看護師資格を持つメンバーで構成
される同奉仕団の延岡分団が「今こそ私たちが
動くとき！」との思いで支援にあたりました。

人々の不安を和らげる声掛けや経過観察に看護師の経験が生きた晴天の強い日差しの中、子どもたちは草刈りロボットの動きに夢中

長野県 社会のためにできる活動を…
農業高校のボランティア活動

　青少年赤十字（JRC）に加盟する長野県更級農業
高等学校のJRC部は、自分たちで栽培・加工した
切り干し大根を地域へ寄贈したり、河川の自然保
護のために伐採したカヤで簾

すだれ
を作り、災害仮設住

宅に提供したり、多種多様なボランティア活動
をしています。さらに先日は日赤長野県支部に
協力して緊急用携帯トイレセットを作成。これ
らは同支部の防災セミナーなどで活用されます。

我が子の笑顔にお母さんも安心
コロナ禍の窓越しの面会

　障害のある子どもたちが入所し、療育やリハ
ビリを受ける大阪赤十字病院附属の大手前整肢
学園では、「窓越し面会」を実施しています。コ
ロナ禍で病院や施設で直接の面会禁止が続いて
いますが、ガラス一枚を隔てた面会は、間近に
相手を感じて声もよく聞こえるため、利用者に
大好評。この日も、お母さんの顔を見て、入所
中の子どもはうれしそうに話を聞いていました。

大阪府

家族の優しい眼差しや声掛けを間近で感じられる窓越し面会この活動は災害時の生活について考える機会にもなった

宮崎県

　梅雨前線などの影響により、7月1日以降、東海地方や関東地方では記録的大雨となり、土砂災害警戒情報な
どが発令されました。静岡県熱海市においては土石流により人的・住家の被害が発生。中国地方などでは、線
状降水帯による非常に激しい雨が同じ場所で降り続いたことにより、土砂災害や洪水が発生しました。
　日本赤十字社では、令和3年7月1日からの大雨災害で被災された方々を支援するため、下記のとおり義援金
を受け付けております。なお、皆さま方からお寄せいただきました義援金は、被災県が設置する義援金配分委
員会へ全額をお届けします。

「令和3年７月大雨災害義援金」 受付中

受付期間 ： 2021年10月31日（日）まで

協力方法 ： 郵便局・銀行振込

　　　　　ゆうちょ銀行・郵便局

　　　　　口座記号番号　00110-9-604276

　　　　　口座加入者名　日赤令和３年7月大雨災害義援金

その他銀行の振込口座番号などについては
コチラからご確認ください  ⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒7月3日、熱海市内の土石流被害の様子

日本赤十字社の活動状況

発災直後から下記を実施しました。
●救護班の派遣
●毛布や安眠セットなど救援物資の配布
●こころのケア班として看護師などの派遣
   （７月21日時点で継続中）

熱海市の避難所で
こころのケア活動
を行う静岡赤十字
病院の看護師たち

救援物資を搬送
する日赤静岡県
支部職員

日赤の活動は皆さまからの活動資金への
ご寄付に支えられています。
支援方法や詳細はコチラをご覧ください ⇒⇒⇒

ニッポンの赤十字ゆかりの地　　を巡る

激しい爆風の記憶を伝える、鉄製窓枠のモニュメント
　平成25年7月、日赤広島県支部の敷地内に開設された広島赤十字・原爆病院メモリ
アルパーク。原爆投下で病院関係者51人が犠牲になりながらも、被爆者の救護にあ
たった広島赤十字病院（当時）の職員や看護学生の赤十字精神を後世に伝え、殉職者の
慰霊と被爆体験の継承を通し平和を希求する拠点として整備された公園です。約640
平方メートルの敷地に７つのモニュメントがあり、中でも強い存在感を放つのが、被
爆した広島赤十字病院の鉄製の窓枠。爆心地から南に約1.5kmの近距離で強烈な爆
風を受けた旧本館３階北側のもので、内側に大きく湾曲した姿から原爆の威力がうか
がえます。平成５年、旧本館の解体に伴い、爆風を受けた壁の一部を切り取り、被爆
の傷跡や平和の大切さを伝えるために残されました。その後、現在の場所へと移設。
同パークは常時開放されており、自由に見学できます。広島市内の平和関連施設をめ
ぐる”ピースツーリズム”には欠かすことのできない場所です。

vol.5 広島赤十字・原爆病院メモリアルパーク
（広島県広島市）

メモリアルパークに移設後も、窓枠は当時のまま爆心地を向いている

200年のモノづくりを通してよりよい社会へ。 株主優待でできる寄付活動をスタート

パートナー企業紹介 vol.17

プレミアム桜 磁器トレイ
＆オールドグラスのセット

5名さまに

日本を象徴する花「桜」をちりばめた和モダン
のギフト

「赤十字を応援！」 プレゼント 石塚硝子株式会社

　1819年（文政2年）の創業以来、ガラス製品から始まり多くの銘品を生み出して
きた石塚硝子は、「モノづくり」「ヒトづくり」「ユメづくり」をビジョンに掲げ、社会
奉仕活動や環境対策にも積極的に取り組んでいます。令和元年度以降、日赤愛知
県支部への寄付活動として、株主優待品のカタログギフトからチャリティー募金
を選択できるようにする試みを開始しました。また、愛知県岩倉市に本社工場を
構える同社は、近隣の自治体や小学校と連携して工場見学を実施したり、最近では、
大人向けの工場見学や大学への出張授業を実施するなど、地域とのつながりの強
化も推進。2019年の創業200周年の際には、近隣の中学校へ楽器を寄贈しました。
毎月の工場周辺の清掃活動や、コロナ前には地域の方へ日ごろの感謝を込めたバー
ゲンセールの開催など、くらしに彩りを与える製品づくりを通して、豊かさや安
心を社会へ届けるため、社員の一人一人が「誠実」「挑戦」「成長」の３つの約束を大切
にし、次の100年も社会に必要とされる企業へと努力を続けています。

本社岩倉工場では年間約1000人の見学者を受け入れている
（現在はコロナで受け入れ休止中）

商品写真はイメージです

郵送／〒105-8521東京都港区芝大門1-1- 3  
　　　　　　　　　　日本赤十字社 広報室  赤十字NEWS８月号プレゼント係
FAX／03-6679-0785  WEB応募／右の２次元バーコードからご応募ください。
８月31日（火）必着　※当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます

上記プレゼント希望者は、以下の項目を明記のうえ、郵送・
FAX・WEBでご応募ください。①お名前　②郵便番号・ご住所　
③電話番号　④年齢　⑤赤十字NEWS 8月号を手にされた場
所（例／献血ルーム）⑥８月号に関するご意見・ご感想

こちらから
応募　　➡
できます

　令和３年７月16日、令和３年度第４回の常任理事会が
開催されました。

１　不動産の処分について（日本赤十字社長崎原爆病院）

　審議の結果、付議事項については、原案のとおり議決
されました。
　また、令和３年７月１日からの大雨による災害にかか
る日本赤十字社の対応、東京2020オリンピック・パラ
リンピック競技大会の運営への協力、新型コロナウイル
ス感染症拡大に伴う対応状況、予算の補正にかかる社長
専決事項等の決定状況について、それぞれ報告しました。
  ※オンラインによる開催となりました。

常任理事会開催報告

　令和３年６月25日に開催予定だった第98回代議員会は
新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、開催中止と
なりました。そのため文書審議をもってこれに代え、その
結果は下記のとおりです。

令和３年８月１日 日本赤十字社 
記 

第１号議案　役員の選出について
　副社長１名及び理事１名が次のとおり選出されました。
　　副社長 ： 十倉 雅和
　　理　事 ： 高野 律雄
第２号議案　令和２年度事業報告および収支決算の承認に
　　　　　　ついて

　原案のとおり議決されました。

代議員会審議結果公告
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マレーシアのコロナ最新事情

WORLD
NEWS

３度目のロックダウンに
疲弊するマレーシアで、
ワクチン接種を赤新月社がサポート

ワクチン接種のため寝たきりの高齢者を訪問するマレーシア赤新月社の医療チーム

COVID-19の感染拡大が止まらないマレーシアでは、市民の中でも特に社会的弱者の困窮が
問題となっています。現地に派遣されている日赤職員に話を聞きました。

の方々にもワクチンが行き渡るよう支援する
など、COVID-19によって最も影響を受けた
社会的弱者の安全・福祉・生活を守ることを
使命に活動しています」
　同社の活発な活動は広く市民に知られて
おり、さらにマレーシアでは高校までのす
べての公立学校に赤新月クラブが設置され
ているため、若い世代にもボランティアや
技術研修などを通した人道教育が行われて
いるとのこと。
「私が担当するユースボランティアたちにも
赤新月クラブ出身者が多く、この状況下で積
極的に活動しています。オンラインでの子ど
もたちへの支援を新たに始めるなど、時代の
変化やニーズに合わせて行動する彼らの熱意
とパワーを頼もしく感じています」

食料および衛生キットを95万人へ
困窮する人々を救うマレーシア赤新月社

　今なお猛威を振るうCOVID-19対策につい
て、赤十字は世界中でさまざまな支援を展開
しています。マレーシアの首都・クアラルン
プールにある国際赤十字・赤新月社連盟（以
下、IFRC）のアジア大洋州地域事務所には、
昨夏から日本赤十字社職員の平井万理子が出
向しており、アジア大洋州地域の赤十字・赤
新月ユースボランティアの活動を促進する任
務に従事しています。
 「マレーシアでは５月末に人口あたりの新規
感染者数がインドを超え、３度目のロックダ
ウンの終わりがいまだに見えない状況です。
特に感染が拡大している地域は局地的に封鎖
され、規則違反者には罰金などが科される厳

格な行動制限が敷かれるに伴い、住民の孤立
や経済的困窮が深刻な問題となっています。
マレーシア赤新月社は行政と連携し、ボラン
ティアによる戸別訪問も行い、支援が必要な
家族や個人を選定。これまでに95万人以上
に食料および衛生キットの支援を行ってきま
した。他にもマレーシア国内にいる２万人も
の赤新月ボランティアは、ホットスポットと
認定された建物の除菌活動も行うなど、各地
で精力的に活動を展開しています」

一人でも多くの人を救うワクチン接種
寝たきりの人には自宅訪問も

　マレーシア赤新月社はワクチン接種プログ
ラムの国家タスクフォースのメンバーに任命
され、ワクチン接種のためのボランティア管
理や接種センター運営支援などの活動を展開
しています。
 「寝たきりなどで接種センターに足を運べな
い方については、マレーシア赤新月社の医
師・看護師のボランティアチームが自宅を訪
問してワクチン接種を行っています。また接
種センターへのアクセスが難しい地域には移
動クリニックを派遣。そのほか無国籍の移民 大量の支援物資を運ぶボランティア

マレーシア

© マレーシア赤新月社

© マレーシア赤新月社

リポーター：
国際赤十字・
赤新月社連盟
アジア大洋州地域
ユース担当
平井万理子

REPORT From Malaysia

Mariko Hirai
At home in Kuala Lumpur

赤十字国際委員会（ICRC）が展開する紛争地での保護活動や避難民支援。
その活動現場で切り取られた、知られざる世界の姿、世界の課題。

赤十字、
世界の「現場」から

© ICRC

1946年、フランスの捕虜収容施設で撮影されたドイツ兵捕虜。
ノルマンディー上陸後、1945年 5月 8日にドイツが降伏する
までに連合国側のドイツ人捕虜は数百万
人を数えた。戦勝国の世論は、ドイツ人
捕虜を手厚く扱うことに反対。捕虜たち
は極めて劣悪で過酷な状況に置かれた。

捕虜の拘束は、兵士が戦闘に参加しないようにとどめておくもので処罰が目
的ではない。第二次世界大戦前よりジュネーブ条約には捕虜の生命と尊厳の
保護が明記されていたが、現実には多くの捕虜が命を落とした。条約はそ
の反省から改正され、今日ではほぼ全ての国がこの条約を締結している。

supported by ICRC

捕虜の待遇改善
に奮闘する
ICRCの活動⇒
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